
２０１４年（平成２６）１０月に発刊した『文書館紀要』第６号に公開古文書一覧を掲載してから，早く
も７年が経過した。公開資料は増加し，改訂が必須の状況となった。
本一覧は，徳島県立文書館が，保存し公開している古文書資料について，史料群ごとに出所・来

歴・数量。年代・内容等を概括的に記した概要目録である。当館の公開古文書は，ホームページの
中にあるデータベースや，閲覧室に備えられている資料目録を利用して閲覧することはできるが，
公開古文書が増加してきた現在では，文書館が所蔵する各古文書の概要を掴むことは難しくなって
きている。そこで，公開している分だけでも，文書群ごとの概要を掴むことができる一覧をと企画
し，作成に至った。
徳島県立文書館では，２０２１年（令和３）１２月現在，２２６家の古文書を各地から寄贈・寄託又は購入

の形で収集し，データベースには２２０，１５４点の古文書が入力されているが，まだ未整理の資料も多い。
これは１９９０年（平成２）の開館以来，歩みは遅いながらも積み上げてきたものである。このうち，
整理・公開している古文書は，２０１４年度の段階では５４家だったものが，７６家に増加している。また，
資料の利用も飛躍的に進んでいる。今回は２２家を追加すると共に内容の改訂を行った。今後も当初
の目標どおりさらに改訂を加え，徳島県立文書館が所蔵する古文書の総覧を目指したいと考える。
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アイハ
粟飯原家文書（名西郡神山町）
１ 地名・出所
名西郡神山町上分（名西郡上分上山村）粟飯

原家
２ 役職・身分
上分上山村庄屋，上分上山村長

３ 来歴
寄託文書（神山町所蔵），神山町郷土館（旧

館）より移管
４ 伝来
上分上山村庄屋粟飯原家に伝来。神山町教育

委員会所管の神山町郷土館に寄贈される。２００８
年（平成２０），神山町郷土館移転の際に徳島県
立文書館に移管される。
５ 数量
２，１９３点 内２，１６９点公開
６ 年代
１６５２年（承応元）～昭和初期

凡例
記号 カタカナ３文字もしくはカタカナ２文字＋数
字は，文書群の記号である。徳島県立文書館の
古文書の史料番号は全て，この記号＋５桁の数
字＋３桁の数字で表されている。今回増加分に
は※を付した。

家名 文書群の名称。
１ 地名・出所
文書が伝来した地名および旧地名，旧所蔵者名。
２ 役職・身分
文書が伝来した家の役職等。
３ 来歴
文書がどのように徳島県立文書館に入り，どのよ
うな状態にあるかを簡潔に記述。

４ 伝来
文書が過去からどのように伝来してきたかを簡潔
に記述。

５ 数量
文書の数量と，公開点数。
６ 年代
文書に含まれる資料の年代。
７ 構造と内容
文書の構造と内容を簡潔に記述。
８ 出版および関連資料
文書を利用した出版物や関連資料を記述。
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７ 構造と内容
大粟山の最西部上分上山村の庄屋粟飯原家と

しての村政関係文書が主，近世文書は１６５２年（承
応元）写しの「名西郡之内大粟六ヶ村政所行人
改御帳」を始め，帳簿（検地帳・棟付帳は一部
写しのみ），年貢上納，蕎麦・麦の種拝借，郷
蔵の管理運営，産業として紙漉や山藍に関する
文書，田畠売買や金銭貸借の証文，その外書簡，
四国巡拝，弥十郎騒動関係文書，漢詩関係など
の文書を含む。「勝浦川筋廻覧帳」は１８４３年（天
保１４）水害の具体的な記録として貴重である。
近代文書としては上分上山村村長を務めた粟飯
原太郎兵衛関係の文書等を含む。また，文書館
資料に原本は含まれていないが，江戸時代後期
の粟飯原庄太夫の日記「日暦」を神山町教育委
員会が保管している。
８ 出版および関連資料
神山町史編さん委員会『神山町史』上巻２００５，

門田万寿美「近世徳島藩山村社会の女性－名西
郡上山村上分の場合－」『鳴門史学』第２０集
２００６，文書館だより３７号４頁，文書館の逸品展
「古文書が語る神山の歴史」図録２０１７，文書館
の逸品展「山の産業」図録２０１９，小酒井大悟「棟
付帳に見る阿波の村」『近世村の生活史－阿波・
淡路の村と人』２０２０，鈴木淳世「徳島藩組頭庄
屋の風俗統制－岸新左衛門有秀の場合－」『近
世村の生活史－阿波・淡路の村と人』２０２０，文
書館の逸品展「史料に見る自然災害Ⅰ」図録
２０２１，『徳島県立文書館水害史料集』２０２１，『天
保十四年七月十七日勝浦川筋廻覧帳』２０２１，金
原祐樹「粟飯原庄太夫の記録に見る天保十四年
の水害」『徳島県立文書館研究紀要第８号』２０２１

アキモ
秋本家文書（那賀郡那賀町）
１ 地名・出所
那賀郡那賀町小仁宇（那賀郡小仁宇村）秋本家

２ 役職・身分
小仁宇村庄屋，小仁宇村与頭

３ 来歴
寄託文書（秋本家所蔵）

４ 伝来
小仁宇村庄屋秋本家に伝来。徳島県立文書館

に寄託される。
５ 数量
３，３９２点 内３，２４３点公開
６ 年代
１６４３年（寛永２０）～昭和初期（小仁宇土地改
良区土地台帳等）
７ 構造と内容
那賀川の中流域南岸，阿波九城のひとつ和喰

城ができる以前，和喰郷の中心的な城であった
小仁宇城が置かれていた，小仁宇村庄屋秋本家
の文書。近世文書は，村政文書として検地帳・
棟付帳，年貢上納，那賀川の水害に伴う用水（新
用水・今川用水）・堤防などの勧農普請，江戸
村役，林方関係，筍皮運上，那賀川鮎運上，那
賀川筋番茶運上，四国遍路対応，安宅木材，１８１９
年（文政２）仁宇谷一揆関係文書がある。その
外，暇証文，金銭貸借，土地証文，宗教として
太龍寺関係文書などを含む。近代文書として
は，小仁宇村与頭を勤めた秋本和三郎関係文
書，大正期の小仁宇耕地整理組合文書などがあ
る。
８ 出版および関連資料
文書館だより１２号３頁，１３号３頁，１４号３頁，

２１号１頁，３頁，６頁，第２８回企画展「資料に
見る徳島の自然災害」図録２００４，金原祐樹「近
世阿波仁宇谷諸産物の統制」『高橋啓先生退官
記念論文集 地域社会史への試み』２００４，第３４
回企画展「古文書の中の子ども」図録２００８，文
書館の逸品展「秋本家文書」図録２００８，文書館
の逸品展「秋本家文書史料解読集」２００８，文書
館の逸品展「山の産業」図録２０１８，『徳島県立
文書館水害史料集』２０２１

アヘケ
阿部家文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町上浦（名西郡上浦村）阿部家

２ 役職・身分
上浦村庄屋
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３ 来歴
寄贈文書（阿部家より），徳島県立図書館よ

り移管
４ 伝来
上浦村庄屋阿部家に伝来。徳島県立図書館（旧

館）に寄贈。１９９０年（平成２）徳島県立文書館
に移管される。
５ 数量
１４５点 内１４３点公開
６ 年代
１７１８年（享保３）～明治初期
７ 構造と内容
名西郡と麻植郡の郡境，石井町の最も西部に

あり，伊予街道の通る上浦村庄屋阿部家の文
書。近世文書は１７１８年（享保３）の暇証文を始
めに，四国遍路対応等の村政文書と，婚礼・葬
式や土蔵普請についての帳簿などの家政文書を
含む。近代文書は，藍商，婚礼献立などの家政
文書，地券関係，各種布告，庄屋御用物引渡等
の文書がある。
８ 出版および関連資料
徳島県立図書館に阿部家文書有り（仮目録有

り），第２８回企画展「資料に見る徳島の自然災
害」図録２００４，第３１回企画展「江戸時代阿波の
交通制度 暮らしとみち」図録２００６，徳島の古
文書読む会７班編『古文書が語る村人のくらし
－名西郡上浦村阿部家文書－』２０１２，文書館の
逸品展「古文書が語る石井の歴史」図録２０１７，
第６０回企画展「藍を作り藍を売る－阿波の主産
業・藍－」図録２０２０

アマノ
天野家文書（鳴門市撫養町）
１ 地名・出所
鳴門市撫養町南浜（板野郡南浜村）天野家

２ 役職・身分
商家

３ 来歴
購入文書，徳島県立図書館より移管

４ 伝来
古書店より徳島県立図書館が購入。１９９０年

（平成２）に徳島県立文書館に移管。

５ 数量
１５８点 内１５８点公開
６ 年代
１７０４年（宝永元）～昭和初期
７ 構造と内容
鳴門市中心部を流れる撫養川沿いで塩田も広

がっていた撫養南浜村の商家天野駒吉家の関係
文書が大部分を占めるが，コレクション文書で
あり，そのほか他家の古文書も含まれている。
近世文書は，天野屋駒吉の金銭貸借証文・仕切
書などが中心である。明治期には，商家の文書
として他国米の売買仕切り書，足袋営業組合の
文書，金銭貸借証文等と，天野家が所持してい
た地券等を含む。
８ 出版および関連資料
－

アマ２
天野家文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町覚円（名西郡西覚円村）天野家

２ 役職・身分
商家（藍商）

３ 来歴
寄贈文書（天野家より，一部購入文書）

４ 伝来
徳島県立文書館で古書店より直接購入。その

後，天野家より追加で文書の寄贈を受ける。
５ 数量
９０８点 内９０２点公開
６ 年代
１６５７年（明暦３）～昭和初期年代
７ 構造と内容
吉野川と神宮入江川に挟まれたデルタ地帯に

ある西覚円村の天野家文書。一部近世前期の
１６５７年（明暦３）棟付帳写しを含み年貢上納等
の村政文書である。家政文書としてまた田畠証
文等もある。しかし，大部分は藍商藍屋儀兵衛
としての経営帳簿が占める（葉藍調日記，金銀
出入帳）。その他享保期の西覚円村と高原村の村
境確定の絵図などがある。明治期には甲斐（現
山梨県）売りを含む藍関係，干鰯等の肥料関係
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文書のほか，土地証文，金銭貸借証文などがあ
る。また，吉野川支流の神宮入江川を堰き止め
るための八ヶ村関修繕に関する文書などを含
む。
８ 出版および関連資料
文書館だより９号７頁，第１５回企画展「吉野

川中下流域の豪農－藍師 天野家文書より－」
図録１９９８，「「八ヶ村堰訴訟事件」の顛末－明治
初期・吉野川治水を巡る紛争について－」『三
好昭一郎先生古希記念論集 社会と信仰 阿波
からの視点』１９９９，特別企画展「暮らしの中の
吉野川」図録２０１０，文書館の逸品展「古文書が
語る石井の歴史」図録２０１７，第６０回企画展「藍
を作り藍を売る－阿波の主産業・藍－」図録
２０２０

イウチ
井内家文書（吉野川市美郷）
１ 地名・出所
吉野川市美郷別枝山（麻植郡別枝山）井内家

２ 役職・身分
－

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
吉野川市別子山の井内家に残っていた資料

を，直接徳島県立文書館が寄贈を受ける。
５ 数量
６２点 内６２点公開
６ 年代
１８３２年（天保３）～大正期
７ 構造と内容
教科書，江戸時代末期から大正時代にかけて

の和本，手習い手本，尋常小学校教科書，算術，
和歌，俳句，浄瑠璃稽古本などを含む。
８ 出版および関連資料
－

イクチ
井口家文書（三好郡東みよし町）（上月文書）
１ 地名・出所
三好郡東みよし町三加茂（三好郡三加茂村）

井口家（上月文書）
２ 役職・身分
播磨国佐用郡上月城主，徳島藩大西在番，白

地御番
３ 来歴
寄託文書（井口家所蔵）

４ 伝来
東みよし町三加茂の井口家に伝わっていた文

書を徳島県立文書館が直接預かった。その
後，２００３年（平成１５）に寄託された。「南方御
退治上々」のみ徳島県指定文化財となっていた
が，２０１２年（平成２４）６月１日全て一括して徳
島県指定文化財となる。
５ 数量
１８２点 内１８２点公開
６ 年代
１３５２年（観応３）～昭和初期
７ 構造と内容
播磨国佐用郡上月城主で播磨国人の上月家関

係の文書と，蜂須賀家家臣で，現在に繋がる井
口家の関係文書を含む。いわゆる上月文書は，
赤松家の重臣で播磨国（兵庫県）佐用郡上月城
主でもあった上月家の室町・戦国期の古文書。
１３５２年（観応３）から足利尊氏が上月新兵衛に
与えた一連の感状があるが写しである。原本と
しては１４１９年（応永２６）上月甲斐守入道聖義（吉
景）の譲状をはじめ，嘉吉の乱で一旦滅亡した
赤松家を再興した，赤松政則・晴政・義祐・則
房らが発給した文書，嘉吉の乱で滅亡した赤松
家の遺臣（上月満吉を含む）が主家再興のため
南朝方に奪われた神爾を奪還した顛末を記した
「南方御退治条々」，別所・浦上・小寺・櫛橋
ら，播磨国人達の感状や書状が含まれている。
さらに，近世文書としては，蜂須賀至鎮・光隆・
忠英らの書簡や江戸時代以来伝来してきた三好
郡加茂村の井口家の成立書等を含む。昭和初期
の文書は，東京大学史料編纂所の資料借用証
等。
８ 出版および関連資料
現在一括して，徳島県文化財指定を受けてい

る。上月文書については『兵庫県史資料編中世
９』に解読がある。『群書類従』第２１輯合戦部
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に「南方御退治条々」が含まれる。第８回所蔵
資料紹介「中世城主上月家の花押－井口家文書
を中心に－」図録１９９４，第２６回資料紹介展「上
月文書に見る戦乱の世」図録２００３，金原祐樹「井
口家文書（上月文書）の近世文書と伝来」『徳
島県立文書館紀要』第４号２００３，中野栄夫「上
月文書にみられる『足利尊氏発給』文書につい
て」『法政史学』第５５号２００１，徳野隆「上月文
書の世界」徳島県立図書館『阿波学会紀要』第
５９号２０１３

イケへ
池辺家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市南佐古（徳島城下南佐古）池辺家（池

辺真榛関係文書）
２ 役職・身分
国学者

３ 来歴
寄託文書（池辺家所蔵）

４ 伝来
南佐古の池辺家に伝わっていた資料を２００５年

（平成１７）徳島県立文書館に寄託された。
５ 数量
３６点 内３２点公開
６ 年代
１８５４年（嘉永７）～昭和期
７ 構造と内容
幕末の阿波の国学者である池辺真榛の関係資

料。池辺真榛自身の書簡・短冊や主著である
「古語拾遺新註」の手書き原稿のうち巻２～４
の３冊がある。その他池辺真榛の著作などを含
む。
８ 出版および関連資料
飯田義資『池辺真榛大人伝』１９４０，飯田義資

『池辺真榛』１９４４，文書館だより２５号６頁

イタミ
伊丹家文書（徳島市大松町）
１ 地名・出所
徳島市大松町高曽根（勝浦郡大松村）伊丹家

２ 役職・身分
勝浦郡勝占村会議員

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
徳島市大松の伊丹家に伝来していた文書を直

接徳島県立文書館が寄贈を受ける。
５ 数量
４５２点 内４５２点公開
６ 年代
１８９２年（明治２５）～昭和期
７ 構造と内容
徳島市南部，勝浦川北岸で小松島市江田に隣

接する大松村の伊丹家文書は，明治中期の教科
書（中学校）を始めとして，明治，大正期に勝
浦郡勝占村（現徳島市）の村会議員であった伊
丹喜久次の文書が中心である。勝占村農会，勝
占村信用購買組合など農業畜産関係の文書があ
る。また，養蚕組合長として鴨島にあった片倉
紡績工場とのやりとり等が含まれる。
８ 出版および関連資料
第３６回企画展「近代阿波の養蚕－藍から繭

へ－」図録２００９

イチミ※
一宮家文書（徳島市入田町）
１ 地名・出所
徳島市入田町（名西郡入田村）一宮家

２ 役職・身分
郷鉄砲小頭

３ 来歴
寄託文書（一宮家所蔵）

４ 伝来
徳島市入田町の一宮家に伝来していた文書

を，２０１６年（平成２８）直接徳島県立文書館が預
かる。同年寄託となる。
５ 数量
２１８点 内２１２点公開
６ 年代
１６５７年（明暦３）～昭和初期
７ 構造と内容
戦国期阿波の国人である一宮成助の系譜であ

徳島県立文書館 公開古文書一覧（令和３年度版）
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る系図を持つ。藩政初期に名西郡の郷鉄砲小頭
となり，江戸時代を通じて勤めている。剣術・
砲術など武術の免許状や，家の側に射撃場を持
ち，稽古に関する文書が含まれるなど郷鉄砲小
頭に関わる史料がある。一方土地証文や林産物
運上など家の経営に関する文書も含まれてい
る。
８ 出版および関連資料
文書館だより３８号６頁，金原祐樹「郷鉄砲の

成立と展開－名西郡入田村一宮家文書を中心
に－」『徳島県立文書館紀要』第７号２０１７

イヌフ
犬伏家文書（板野郡藍住町）
１ 地名・出所
板野郡藍住町東中富（板野郡東中富村）犬伏家

２ 役職・身分
東中富村庄屋，藍・薬などの商人

３ 来歴
寄託文書（犬伏家所蔵）

４ 伝来
藍住町東中富の犬伏家に伝来していた文書

を，２００５年（平成１７）直接徳島県立文書館が預
かる。翌年寄託となる。
５ 数量
１，４９９点 内１，１９３点公開
６ 年代
１６１８年（元和４）～近世末期
７ 構造と内容
吉野川第十堰の北，旧吉野川と吉野川に挟ま

れた地域である東中富村の庄屋文書。藍・薬な
どの商人としての文書もある。近世文書は，１６１８
年（元和４）の「板東郡中富村荒御検地帳」を
始めに１７世紀の文書が２００点以上あり，年貢上
納・棟付帳・吉野川流木に関する文書を含む。
１７世紀以降の近世文書には年貢取立帳，雑穀取
立帳，菜種・胡麻・大豆の取立帳，江戸人足，
勧納普請（河川・用水等）等の文書がある。ま
た，薬・藍などの商業に関わる万覚日記帳や，
金銭貸借証文を含む。
８ 出版および関連資料
第４５回企画展「吉野川と阿波藍」図録２０１２，

渡辺尚志「吉野川流域の村の十七世紀－土豪家
の相続問題を中心に」『近世村の生活史 阿波・
淡路の村と人』２０２０，文書館だより３０号７頁，
『徳島県立文書館水害史料集』２０２１

イノウ※
井上家文書（阿南市）
１ 地名・出所
小松島市（勝浦郡小松島浦）→阿南市辰巳

（那賀郡辰巳新田）→徳島市
２ 役職・身分
小松島浦の藍商，小高取，辰巳新田名主

３ 来歴
寄託文書（井上家所蔵）

４ 伝来
勝浦郡小松島浦（現小松島市）の商家井上家

は，安政地震の際に家を焼き，本拠を那賀郡辰
巳新田（現阿南市辰巳）に移した。その後辰巳
新田から徳島市の井上家に移されていた文書の
一部を徳島県立図書館が寄託を受けた。その後
１９９０年（平成２）に徳島県立文書館へ移管され，
さらに追加文書を預かり，整理作業後，２０１６年
（平成２８）に寄託契約を結んだ。
５ 数量
１２，３１０点 内３，３９０点公開
６ 年代
１６４０年（寛永１７）～昭和期
７ 構造と内容
明治維新期以降の文書については，寄託契約

内容によって，現在は未公開となっている。
井上家は小松島を本拠としていた藩の特権商

人である寺沢家の一族で，江戸中期には廻船商
人として，関東・駿河・甲斐・信濃・土佐など
の売り場を持っていた藍商である。駿河国沼津
や江戸に支店を持ち，藍販売に関する経営帳簿
などがある。また，天保期頃には那賀川河口の
辰巳新田の開発を行い新田開発名主となってお
り，安政の南海地震で小松島浦の本家を焼いた
以降，本拠を辰巳に移し名主会所を中心に家を
守っていた。辰巳新田・豊益新田外地主経営に
関する史料も含んでいる。
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８ 出版および関連資料
天野雅敏『阿波藍経済史研究』第２章１９８６，

文書館だより３号７頁，５号７頁，３８号６頁，４０
号１頁，第３回企画展「明治の留学－井上家文
書を中心に－」図録１９９１，第７回企画展「辰巳
新田の開発－井上家文書を中心に－」図録１９９３，
第１３回企画展「阿波商人鹿島屋－小松島・井上
家文書より」図録１９９６，金原祐樹「近世阿波仁
宇谷諸産物の統制－那賀郡中島浦を中心とし
て－」『地域社会史への試み：高橋啓先生退官
記念論集』２００４，第４５回企画展「吉野川と阿波
藍」図録２０１２，文書館の逸品展「阿波の干拓新
田－新田絵図を中心に－」図録２０１８，第６０回企
画展「藍を作り藍を売る－阿波の主産業・藍－」
図録２０２０，松永友和「阿波藍をめぐる藍商・紺
屋と藩政の動向－藍商手塚家・井上家を中心
に」『徳島発展の歴史的基盤 「地力」と地域
社会 地方史研究協議会第６８回大会成果論集』
２０１８，『徳島市史』第６巻２０２０，『徳島県立文書
館水害史料集』２０２１

ウメハ
梅林家文書（徳島市応神町）
１ 地名・出所
徳島市応神町（元は徳島市富田）梅林家（梅

林孝次関係文書）
２ 役職・身分
軍人

３ 来歴
寄託文書（梅林家所蔵）

４ 伝来
徳島市応神町の梅林家に伝来していた文書

を，２００７年（平成１９）１月に預かり，２０１１年（平
成２３）５月に寄託される。
５ 数量
２，２６５点 内１，９３１点公開
６ 年代
１８８２年（明治１５）～昭和期
７ 構造と内容
１９３７年（昭和１２）８月上海事変が始まると，
日本海軍は中国南部の都市に渡洋爆撃を行っ
た。梅林孝次はこの渡洋爆撃に機長として参加

し江蘇省揚州で戦死した。海軍省による戦死の
発表後，マスコミより大きく取り上げられ「軍
神」として喧伝される。梅林孝次自身の遺品，
報道の様子を知る史料，「軍神」として称揚さ
れている時期の印刷物やレコード，さらに全国
から寄せられた手紙などを含む。
８ 出版および関連資料
文書館だより３２号８頁，第４０回企画展「軍神

とその時代－梅林孝次関係資料から－」図録
２０１０，徳野隆「創り上げられる「軍神」像」『徳
島地方史研究会創立５０周年記念論集 阿波・歴
史と民衆 ５ 地域社会と権力・生活文化』
２０２１

エント
遠藤家文書（那賀郡那賀町）
１ 地名・出所
那賀郡那賀町谷内（那賀郡谷内村）遠藤家（妙

法寺・遠藤信円氏収集資料）
２ 役職・身分
妙法寺住職・郷土史家

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
那賀町谷内の妙法寺の住職遠藤家に伝わった

文書を，徳島県立文書館が直接寄贈を受けた。
５ 数量
７６７点 内７３４点公開
６ 年代
１５２５年（大永５）～昭和期
７ 構造と内容
那賀川中流域（旧相生町）北岸の山間部，那

賀町谷内の妙法寺の住職であった故遠藤信円氏
が，郷土史研究家として周辺の地域から収集し
た近世期を中心とした原文書，または模写した
文書が主である。コレクション資料である。そ
の外，妙法寺の関連文書や経典類，遠藤家の家
政文書が一部含まれる。周辺の検地帳・棟附帳
および宗門人別帳などが含まれる。模写資料の
ほとんどは昭和初期から３０年代にかけて作成さ
れている。
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８ 出版および関連資料
第２０回企画展「阿波の古文書パート１棟付

帳」図録２０００

オオア
大粟家文書（名西郡神山町）
１ 地名・出所
名西郡神山町神領（名西郡神領村）大粟家（大

粟太郎兵衛収集文書）
２ 役職・身分
神領村庄屋・郷土史家

３ 来歴
寄託文書（大粟家所蔵）

４ 伝来
神領村で一時期庄屋を務めていた大粟家に伝

来した文書を，徳島県立文書館が２００１年（平成
１３）に直接寄託を受ける。検地帳・棟付帳など
の文書は徳島県立博物館が購入し所蔵している
（文書については徳島県立文書館でマイクロ
フィルムを作成し所蔵している。）。
５ 数量
５６７点 内５５９点公開
６ 年代
１６６４年（寛文４）～大正期
７ 構造と内容
鮎喰川沿いで神山の中心的な地域である神領

村で一時期庄屋を務めていた大粟家に伝来した
文書，および明治期に大粟家の当主であり，郷
土史研究家であった故大粟太郎兵衛氏によって
収集された，神領村（神領村組頭庄屋岸家の古
文書等）の文書，和本，漢籍を含んでいる。
８ 出版および関連資料
徳島県立博物館所蔵資料に大粟家文書あり。

文書館だより１８号５頁，２２号１頁，３７号４頁，
第２５回資料紹介展「歴史の宝箱 Part２ 文書館・
公文書館の役割」図録２００３，神山町史編さん委
員会『神山町史』上巻２００５，文書館の逸品展「江
戸時代阿波人の見た世界地図・日本地図」図録
２０１１，文書館の逸品展「古文書が語る神山の歴
史」図録２０１７，羽山久男「阿波山分の分問絵図
と水害景観－名西郡神領村を中心に」『近世村
の生活史 阿波・淡路の村と人』２０２０，鈴木淳

世「徳島藩組頭庄屋の風俗統制－岸新左衛門有
秀の場合－」『近世村の生活史－阿波・淡路の
村と人』２０２０，文書館の逸品展「史料に見る自
然災害Ⅰ」２０２１

オオク
大久保家文書（美馬郡つるぎ町）
１ 地名・出所
美馬郡つるぎ町半田（美馬郡半田村）大久保家

２ 役職・身分
半田村商人（大久保太兵衛，敷地屋太兵衛家

（略称敷太家））
３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
近世以来の半田村の商家であった大久保家に

伝来していた文書を，１９８８年（昭和６３）徳島県
立図書館が寄贈を受け，１９９０年（平成２）徳島
県立文書館に移管された。
５ 数量
１，５６２点 内１，５６２点公開
６ 年代
１６４１年（寛永１８）～昭和期
７ 構造と内容
吉野川と祖谷などの山間部を結ぶ交通の要地

として栄えた半田村の代表的な商家文書。敷地
屋太兵衛家（略称敷太家）文書。有物勘定帳な
ど帳簿，酒株および油株の運用，塗物（半田漆
器）に関わる文書，大坂で豪商となった親戚の
荘保勝蔵関連文書，大久保家の親族組織である
睦講関連文書などがある。このほか，半田に開
かれた心学講社である根心舎に関わる文書を含
む。また漢籍・和本（教科書・医術・薬学の本）
も多数ある。
８ 出版および関連資料
文書館だより４号５頁，６頁，第６回企画展

「阿波の心学－大久保家文書を中心に－」図録
１９９３，名倉佳之「京都明倫舎と阿波の石門心学」
『三好昭一郎先生古希記念論集 社会と信仰・
阿波からの視点』１９９９，第３１回企画展「江戸時
代阿波の交通制度 暮らしとみち」図録２００６，
文書館の逸品展「江戸時代阿波人の見た世界地
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図・日本地図」図録２０１１

オオシ※
大島田村文書（鳴門市瀬戸町）
１ 地名・出所
鳴門市瀬戸町（板野郡大島田村）石坂家か。

２ 役職・身分
大島田村庄屋か。

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
板野郡大島田村庄屋石坂家の文書か。
２００８年（平成２０）に徳島県立文書館が購入。
５ 数量
２２１点 内２１０点公開
６ 年代
１６７４年（延宝２）～明治前期
７ 構造と内容
鳴門市の北東大毛島に含まれる大島田村の庄

屋石坂家に伝来した古文書と思われるが，購入
文書のため不詳。年貢・棟付・林方・土地証文
などの村政文書が中心で，大毛村に置かれてい
た藩の牧場である大毛牧の史料が含まれる。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁，町田哲「「鳴門辺集」

にみる十八世紀末の鳴門・撫養地域－鳴門海峡
をのぞむ大毛山を中心に－」『「鳴門の渦潮」世
界遺産登録学術調査報告書～文化編～』２０１７

オカタ
緒方家文書（美馬市穴吹町）
１ 地名・出所
美馬市穴吹町口山宮内名（美馬郡口山村）緒

方家
２ 役職・身分
美馬郡口山村庄屋

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
緒方家に伝来した文書を，２０１１年（平成２３）

直接徳島県立文書館に預かる。

５ 数量
９６点 内９１点公開
６ 年代
１７５０年（寛延３）～昭和初期
７ 構造と内容
宮内名にある白人宮関連の文書を中心に，一

部口山村村政文書を含む。緒方由根熊取物語（天
保２年），地方知行手引草（文政元年），白人大
明神由緒書（安永８年），白人宮社内杉檜植付
土地植木見方帳（文政元年），白人幣殿拝殿葺
替控へ（文政元年）などの帳簿を含んでいる。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁

オノテ
小野寺家文書（美馬郡つるぎ町貞光）
１ 地名・出所
美馬市つるぎ町貞光（美馬郡貞光村）小野寺家

２ 役職・身分
貞光村庄屋，貞光村村長

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
美馬郡貞光村庄屋・明治期に貞光村長であっ

た小野寺家に伝来した文書を，直接徳島県立文
書館に預かる。
５ 数量
８８８点 内８７９点公開
６ 年代
１３５２年（正平７）～明治期
７ 構造と内容
吉野川中流域南岸の街場のひとつであった貞

光村の庄屋小野寺家に伝来した文書群である。
中世文書の写しとして，１３５２年（正平７）後村
上天皇綸旨他が１０点ある。また，近世前期の文
書として木屋平や祖谷などの山間の庄屋などに
与えられた，徳島藩士片山権左衛門・大日向権
右衛門らによる蜂須賀光隆任官の祝儀披露に対
する返状などが９点ある。その他の近世文書
は，金銭貸借証文・質地証文や由緒書など，家
政文書が中心である。明治期には貞光村の戸
長，後に村長を勤めた小野寺庫雄の文書が中心
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で，村政として道路や学校の新設，村の予算書，
個人の辞令や書簡・金銭貸借証文などが含まれ
ている。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁，第３４回企画展「古文

書の中の子ども」図録２００８，文書館の逸品展「資
料に見る徳島の食」図録２０１４，文書館の逸品展
「山の産業」図録２０１８

カナイ※
金磯新田文書（小松島市）
１ 地名・出所
小松島市金磯町（勝浦郡金磯新田）

２ 役職・身分
金磯新田名主・小高取多田家旧蔵か

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
２０１４年（平成２６）徳島県立文書館が古書店よ
り直接購入。
５ 数量
１６６点 内１６３点公開
６ 年代
１７０２年（元禄１５）～明治期
７ 構造と内容
１４０点余りは近世文書で，金磯新田名主多田
家の村政文書が中心。金磯新田の設立及び干
拓・用水普請・米年貢・萱運上・調達金・金磯
新田分間図などの文書が含まれる。また，講銀
などの家政文書や短冊などの文芸関係文書も含
まれる。
８ 出版および関連資料
文書館の逸品展「阿波の干拓新田－新田絵図

を中心に－」図録２０１８，第６０回企画展「藍を作
り藍を売る－阿波の主産業・藍－」図録２０２０

カナツ※
金塚家（森家）文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市川内町（板野郡別宮浦）森家旧蔵

２ 役職・身分
板野郡別宮浦庄屋

３ 来歴
金塚氏より寄贈文書

４ 伝来
別宮浦森家文書を金塚氏が購入。金塚氏のコ

レクション文書の整理後２０２１年（令和３）徳島
県立文書館に寄贈。
５ 数量
４，６０４点 内４，４４４点公開
６ 年代
１５８５年（天正１３）～昭和初期
７ 構造と内容
４，０００点余りは近世文書で，別宮浦庄屋森家
の村政文書が中心。別宮浦の庄屋として，年貢・
棟付・検地・勧農普請・宗門人別・水主・漁業
運上・災害等の文書を含む。また，藍の売買や
講銀など家政に関する文書も含む。さらに，明
治期に徳島県会議員・板野郡会議員であった森
苞樹の文書がある。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁，『徳島市史第６巻』

２０２０

カワノ
河野家文書（板野郡板野町）
１ 地名・出所
板野郡板野町（板野郡矢武村）田村家旧蔵

２ 役職・身分
板野郡矢武村商人

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
神山町河野家に伝来していた文書を直接徳島

県立文書館に預かる。
５ 数量
１１６点 内１１６点公開
６ 年代
１７６０年（宝暦１０）～大正期
７ 構造と内容
板野郡矢武村田村家宛の金銭貸借証文，田畠

証文，年貢受取証，干鰯関係などの他，手習い
手本や家政関係の文書によって成る。（コレク
ション文書）
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８ 出版および関連資料
第６０回企画展「藍を作り藍を売る－阿波の主

産業・藍－」図録２０２０

カワマ
川真田家文書（吉野川市）
１ 地名・出所
吉野川市鴨島町（麻植郡鴨島町）川真田家

２ 役職・身分
地主・商家

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
１９９５年（平成７）に徳島県立文書館が古書店
より直接購入。
５ 数量
１，５０１点 内１，４９８点公開
６ 年代
１７９６年（寛政８）～明治期
７ 構造と内容
近世文書は１３０点余。鴨島村鹿島屋（川真田）

与右衛門・快右衛門の商業文書（酒造株，藍方，
金銭貸借等）。拝知水帳の写。四国遍路関係文
書などを含む。近代文書（明治期）は鴨島村鹿
島屋川真田吉五郎の商業文書（藍方，鰊粕等肥
料，造酒，金銭貸借等）。家政文書。川真田吉
五郎は鴨島村戸長も勤めており，鴨島村役場や
鴨島小学校に関する文書や江川改修処に関する
文書などを含む。
８ 出版および関連資料
－

カンタ
勘田家文書（那賀郡那賀町）
１ 地名・出所
那賀郡那賀町百合（那賀郡百合村）勘田家

２ 役職・身分
那賀郡百合村庄屋

３ 来歴
寄託文書（勘田家所蔵）

４ 伝来
百合村庄屋勘田家に伝来した文書を徳島県立

文書館が直接預かる。２００１年（平成１３）に寄託
契約。
５ 数量
１，１８５点 内１，１７８点公開
６ 年代
１７０６年（宝永３）～昭和中期
７ 構造と内容
那賀川中流域，小仁宇村の南に位置する那賀

郡百合（もまい）村の庄屋勘田家の文書。近世
文書は１１０点余で，庄屋勘田倍蔵による庄屋役
としての年貢上納，山林管理，仁宇谷産物等に
関する文書。百合村戸長・村長である勘田準平
に関わる村政・租税関係の文書，鷲敷町助役関
係文書等を含む。
８ 出版および関連資料
文書館だより２１号３頁，２２号６頁，２４号６頁，

金原祐樹「近世阿波仁宇谷諸産物の統制－那賀
郡中島浦を中心として－」『地域社会史への試
み 高橋啓先生退官記念論集』２００４，文書館の
逸品展「資料に見る徳島の食」図録２０１４，文書
館の逸品展「山の産業」図録２０１９

キシケ※
岸家文書（名西郡神山町）
１ 地名・出所
名西郡神領村（名西郡神山町）岸家

２ 役職・身分
神領村組頭庄屋・儒学者

３ 来歴
寄託文書（岸家所蔵）

４ 伝来
高知県高知市にお住まいの岸氏から直接寄託

を受ける。
５ 数量
２９７点 内２９７点公開
６ 年代
１７２５年（享保１０）～大正期
７ 構造と内容
岸家は，近世中期から名西郡神領村の組頭庄

屋を務めた家である。江戸時代後期には，岸白
堂・粟里という在村の儒学者が出て，徳島藩儒
などと幅広い交流があった。特に徳島藩需から
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江戸幕府の儒者となった柴野栗山の書簡が多数
含まれている。また，徳島藩需の柴野碧海・前
川秋香・新居水竹らや大坂の儒家篠崎小竹，豊
後国日田（大分県）の儒学者広瀬淡窓らの書簡
も含む。
８ 出版および関連資料
神山町史編さん委員会『神山町史』上巻２００５

キスノ
木津野村文書（鳴門市）
１ 地名・出所
鳴門市大麻町木津野（板野郡木津野村）（木

津野村区有文書）
２ 役職・身分
板野郡木津野村（大津村）区有文書

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
板野郡木津野村および大津村で区有文書とし

て持ち回りで伝来していた古文書を岡氏から直
接徳島県立文書館に寄贈。
５ 数量
４６６点 内３７５点公開
６ 年代
１６５２年（慶安５）～昭和期
７ 構造と内容
旧吉野川の北，吉永村の西に位置する板野郡

木津野村の区有文書。近世文書は２４点で，近世
文書は検地帳・棟附帳および悪水出入等の村政
文書。近代文書は，木津野村，１８８９年（明治２２）
以降は大津村の出張所として，村の規約書，新
池川の堤防・道路等の土木協議費に関する帳簿
など。その外斉田村大池七ヶ村組合の水門工
事，護岸工事，漁業権などの文書を含む。
８ 出版および関連資料
文書館だより２号７頁，宮本和宏「棟付帳の

成立」『徳島県立文書館研究紀要第８号』２０２１

キノウ
木内家文書（板野郡藍住町）
１ 地名・出所
板野郡藍住町富吉（板野郡竹瀬村）木内家

２ 役職・身分
竹瀬村庄屋

３ 来歴
寄託文書（木内家所蔵）

４ 伝来
竹瀬村庄屋木内家に伝来していた文書が１９５９

年（昭和３４）徳島県立図書館へ寄託され，１９９６
年（平成８）に徳島県立文書館に移管される。
２００１年（平成１３）に寄託契約。
５ 数量
３，０７１点 内２，９９７点公開
６ 年代
１６０４年（慶長９）～大正期
７ 構造と内容
吉野川と旧吉野川に挟まれたデルタ地帯にあ

る竹瀬村の庄屋木内家に伝来した文書群。近世
文書は１６０４年（慶長９）の検地帳から始まり，
新開検地帳・川成癒上帳・棟付帳ほか，年貢上
納・調達金・勧農普請（用水・堤防等）・巡見
使関係の文書が含まれる。近代文書としては，
藍の売買に関する木内兵右衛門商店の文書が多
い。
８ 出版および関連資料
文書館だより２０号６頁，２３号６頁，２４号１頁

３頁，２７号６頁，３５号８頁，武知忠義「阿波北
方における近世農村の成立過程－徳島藩板野郡
竹瀬村を中心として－」『阿波学会郷土研究発
表紀要』１３号１９６７（後に三好昭一郎編『徳島藩
の史的構造』名著出版１９７５に転載），徳野隆「幕
末期・藍作地帯に於ける一村落の研究」徳島地
方史研究会『史窓』１６号１９８５，徳野隆「近世後
期商品作物地帯における社会変動について」徳
島地方史研究会編『阿波・歴史と民衆Ⅱ』１９９０，
第２５回企画展「阿波の古文書パート３近世社会
を創出した文書検地帳」図録２００２，第２７回企画
展「褒められた人々－江戸時代阿波の褒状－」
図録２００３，宇山孝人「阿波藩における年貢徴収
のしくみと検地帳－春請制を中心に－」『徳島
県立文書館紀要第４号』２００３，特別企画展「歴
史資料に見る阿波の人形浄瑠璃」図録２００４，第
３０回企画展「庄屋さんのお仕事」図録２００５，徳
野隆「「為後年書記」すべき文書とは」『徳島県
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立文書館紀要第５号』２００５，第３４回企画展「古
文書の中の子ども」図録２００８，第３６回企画展「近
代阿波の養蚕－藍から繭へ－」２００９，特別企画
展「暮らしの中の吉野川」図録２０１０，第４５回企
画展「吉野川と阿波藍」図録２０１２，徳野隆「幕
末維新期藍作地帯における村方紛争－阿波国板
野郡竹瀬村を中心に－」『徳島県立文書館紀要
第７号』２０１７，第６０回企画展「藍を作り藍を売
る－阿波の主産業・藍－」図録２０２０，文書館の
逸品展「史料に見る自然災害Ⅰ」２０２１，『徳島
県立文書館水害史料集』２０２１，第６３回企画展「住
吉村組頭庄屋山田家と吉野川」２０２１

キヨシ
清重家文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町高川原（名西郡高川原村）清重家

２ 役職・身分
高川原村庄屋

３ 来歴
寄託文書（清重家所蔵）

４ 伝来
清重家より徳島県立図書館へ寄託。１９９０年（平

成２）に徳島県立文書館へ移管。２００１年（平成
１３）寄託契約。
５ 数量
４８点 内４８点公開
６ 年代
１６７４年（延宝２）～明治期
７ 構造と内容
石井町北部，吉野川沿岸部に近い高川原村清

重家の文書。近世文書は，検地帳・棟付帳が中
心。また外国語・算術などの和本が多い。また，
明治初年徳島藩が作った藩校長久館で教諭を務
めた清重梅吉に関する辞令やガラス乾板の写真
が残る。
８ 出版および関連資料
文書館の逸品展「古文書が語る石井の歴史」

図録２０１７

クリモ
栗本家文書（小松島市）
１ 地名・出所
小松島市和田津（勝浦郡和田津新田）栗本家

２ 役職・身分
和田津新田名主，組頭庄屋，小高取

３ 来歴
寄託文書（栗本家）

４ 伝来
勝浦郡和田津新田名主栗本家に伝来していた

文書を，１９９６年（平成８）に直接徳島県立文書
館に寄託。２００３年（平成１５）に寄託契約。
５ 数量
２，１４９点 内２，００１点公開
６ 年代
１６８１年（延宝９）～昭和期
７ 構造と内容
小松島湾の南，和田島と金磯に挟まれた海岸

線に近世期に作られた干拓新田である和田津新
田の新田名主である栗本家伝来の文書群。１６８１
年（延宝９）からの和田津新田開発に関する文
書控えである「諸事御答物写元控」を始めに，
元は富岡の商人であった栗本四郎兵衛が，和田
津の土地に移り住み，新田開発を進めていく過
程の文書・絵図が揃っている。新田開発を進め
るに当たっての，徳島藩とのやりとりや，隣村
との境界線の決定，宝永・嘉永の南海地震後の
復興や困難，新田小作や年貢の上納，棟付帳な
どの村政史料が中心である。３代目栗本茂兵衛
の時組頭庄屋となり周辺の村関係の文書や幕府
巡見使や藩主巡見への対応についての文書が含
まれる。
８ 出版および関連資料
文書館だより２３号１頁，３１号３頁，３３号７頁，

第１８回企画展「和惰津新田の成り立ち－栗本家
文書より－」図録１９９９，第２１回資料紹介展「鷹
狩りと御旅所－小松島市栗本家文書中心に－」
図録２００１，第２３回資料紹介展「阿波の古文書パー
ト１訴状・裁判文書」図録２００２，第２７回企画展
「褒められた人々－江戸時代阿波の褒状－」図
録２００３，第２８回企画展「資料に見る徳島の自然
災害」図録２００４，第３１回企画展「江戸時代阿波
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の交通制度 暮らしとみち」図録２００６，文書館の
逸品展「新田名主栗本家の古文書」図録２０１３，
「新田名主栗本家の古文書史料解読集」２０１３，
文書館の逸品展「資料に見る徳島の食」図録
２０１４，第５４回企画展「徳島の塩業」図録２０１６，
『徳島県南海地震史料集』２０１７，文書館の逸品
展「阿波の干拓新田－新田絵図を中心に－」図
録２０１８，文書館の逸品展「山の産業」図録２０１９

コント
近藤家文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町国実（名西郡国実村）近藤家

２ 役職・身分
国実村庄屋・組頭庄屋

３ 来歴
寄託文書（近藤家所蔵）

４ 伝来
国実村近藤家に伝来していた文書を，１９５９年

（昭和３４）徳島県立図書館へ寄託。１９９０年（平
成２）徳島県立文書館へ移管。２００１年（平成１３）
寄託契約。
５ 数量
３３７点 内３２６点公開
６ 年代
１６０４年（慶長９）～昭和期
７ 構造と内容
石井町の中央部浦庄の北部にある国実村の庄

屋・組頭庄屋であった近藤家に伝来した文書。
近世期は，１６０４年（慶長９）の検地帳を始めに，
棟付帳・年貢上納関係の帳簿等の村政文書，組
頭庄屋として近隣からの報告を受けている帳
簿，金銭貸借証文などが含まれている。郡代か
ら送られた大塩平八郎の人相書きや伝馬組合に
関する文書が含まれている。明治初期の文書
は，国実村与頭，のち用掛となった近藤英次郎
関係の資料が中心で，家政文書として地券や金
銭貸借証文などがある。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁，第２８回企画展「資料

に見る徳島の自然災害」図録２００４，文書館の逸
品展「古文書が語る石井の歴史」図録２０１７

コン２
近藤家文書（鳴門市）
１ 地名・出所
鳴門市大麻町板東（板野郡板東村）近藤家

２ 役職・身分
板東村庄屋

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
２０００年（平成１２），古書店より徳島県立文書
館が購入。
５ 数量
１，４７７点 内１，４７０点公開
６ 年代
１６４７年（正保４）～明治期
７ 構造と内容
鳴門市西部撫養街道沿いの板野郡板東村庄屋

近藤家の文書。近世文書は１６４７年（正保４）日
開谷の番人荒井門内が書いた平島公方の妻であ
る祐賀の切支丹詮議に関わる文書の写し（徳島
の古文書を読む会６班「平島家家臣荒井家文書
－切支丹祐賀一件－」参照）を始めに，年貢上
納，江戸人足，伝馬役，林方，勧農普請，暇証
文などの村政関係文書と，金銭貸借証文等の家
政関係文書が含まれる。明治期には地券が多く
残っている。
８ 出版および関連資料
文書館だより２４号３頁，３０号６頁，徳島の古

文書を読む会６班「平島家家臣荒井家文書－切
支丹祐賀一件－」２００７

サカイ
酒井家文書（美馬郡つるぎ町）
１ 地名・出所
美馬郡つるぎ町半田（美馬郡半田村）酒井家

２ 役職・身分
商家

３ 来歴
寄託文書（酒井家所蔵）

４ 伝来
半田村の商家酒井家に伝来していた古文書

を，１９９４年（平成６）に直接徳島県立文書館へ
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寄託される。
５ 数量
１，８０４点 内１，８０４点公開
６ 年代
１６８７年（貞享４）～大正期
７ 構造と内容
吉野川中流域の河港である半田村の商人・船

頭であった酒井家に伝来した文書，近世期
は，１６８７年（貞享４）「庭訓往来」を始めに，
購入して手に入れた手習い手本や，半田で講舎
が作られた心学関係の和書がある。酒井武助が
収集した人形浄瑠璃関係の資料，武助が作成し
た神社仏閣への参詣帳，婚礼や葬式の帳簿など
は貴重な資料である。その子弥蔵は，文政年間
から明治にかけて活動しているが，１８３０年（文
政１３）に伊勢神宮へのおかげ参りに参加したと
きの諸記録を始め，四国・中国地方への旅行
記，春耕園農圃の名での句集など俳諧関係・人
形浄瑠璃・歌舞伎・慶応年間のええじゃないか
に関する記録など文化的な記録や収集物が多数
含まれている。また武助に引き続き，婚礼や葬
儀の帳簿や書簡類の家政文書もある。
８ 出版および関連資料
文書館だより５号５頁，６号３頁，１０号３頁，１１

号３頁，２０号７頁，３８号８頁，第１１回企画展「江
戸時代人の楽しみ 旅・芝居・俳句」図録１９９６，
特別企画展「歴史資料に見る阿波の人形浄瑠
璃」図録２００４，第１４回企画展「堺弥蔵人と暮ら
し」図録１９９７，第２８回企画展「資料に見る徳島
の自然災害」図録２００４，特別企画展「庚午事変
の群像」図録２００７，特別企画展「芭蕉をめざし
た男－堺弥蔵の旅日記－」図録２００８，徳島県立
文書館編『酒井家文書総合調査報告書』１９９７，
名倉佳之「京都明倫舎と阿波の石門心学」『三
好昭一郎先生古希記念論集 社会と信仰・阿波
からの視点』１９９９，徳島の古文書を読む会５班
『史料集３堺屋弥蔵の旅日記』２００５，金原祐樹
「酒井家文書の法事帳」『徳島県立文書館紀要
第３号』２００２，鬼頭尚義「寺社参詣の意識－酒
井家文書から考える－」『京都精華大学紀要』
４４号２０１４，久堀裕朗「徳島県立文書館寄託「酒
井家文書」の淡路座興行記録」『演劇研究会会

報４１号』２０１５，『徳島県南海地震史料集』２０１７，
第５６回企画展「明治１５０年 徳島の古文書で見
る明治維新」図録２０１８，西聡子「近世後期の地
域文化と四国遍路－阿波半田地域を事例に」四
国遍路と世界の巡礼研究センター紀要『四国辺
路と世界の巡礼３号』２０１８

サカタ
坂田家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市伊賀町坂田家

２ 役職・身分
武家文書・教育家

３ 来歴
寄託文書（坂田家所蔵）

４ 伝来
城下伊賀町の藩士坂田家の文書を１９９５年（平

成７）に直接徳島県立文書館へ寄託される。
５ 数量
４２２点 内３５２点公開
６ 年代
１６５９年（万治２）～昭和期
７ 構造と内容
徳島城下の西部伊賀町の徳島藩士坂田家に伝

来する文書群。１６５９年（万治２）の史料は「近
思禄」の端本である。和本類と共に，弓術や剣
術などの武術の免許状や写本類の外，藩に提出
した伊賀士坂田家の成立書並系図の写しがあ
る。明治期には，徳島市内の富田尋常小学校等
の教師をしていた坂田豊太郎の辞令や書簡類な
どがある。
８ 出版および関連資料
文書館だより４号６頁

シシヤ
自助社関係文書（コレクション）
１ 地名・出所
淡路か。

２ 役職・身分
－

３ 来歴
購入文書
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４ 伝来
２００１年（平成１３）に古書店より徳島県立文書
館が直接購入。
５ 数量
１１点 内１１点公開
６ 年代
１８７４年（明治７）～１８８３年（明治１６）
７ 構造と内容
１８７４年（明治７）自助社の「結社の大意」，
井上高格による「会議会場に付演説」，明治政
府によって問題視され自助社から４人の国事犯
としての入獄者を出した通諭書事件の発端に
なった「通諭書」の原本，通諭書事件における
自助社社長井上高格の上告状写し，淡路の洲本
自助社の広告チラシなど，徳島の明治初期にお
ける自由民権運動・自助社・普通社に関わる資
料が含まれる。
８ 出版および関連資料
文書館だより１３号６頁，１７号６頁，第２２回企

画展「阿波の自由民権運動」図録２００１，宇山孝
人「阿波の自由民権運動と自助社」四国地域史
研究連絡協議会編『四国の自由民権運動』２０１２，
文書館の逸品展「県報から見る徳島の歴史」２０１７

シマ３※
島（正）家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市丈六町

２ 役職・身分
大政翼賛会徳島市内町班

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
太平洋戦争中，大政翼賛会徳島市内町班で使

用されていた教育紙芝居。所蔵されていた島氏
の自宅から，２０１３年（平成２５）に直接徳島県立
文書館へ寄贈。
５ 数量
２８点 内２８点公開
６ 年代
１９４１年（昭和１６）～１９４４年（昭和１９）

７ 構造と内容
太平洋戦争中，大政翼賛会徳島市内町班で使

用されていた教育紙芝居２７部と紙芝居上演台が
一緒に寄贈されたもの。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁，神奈川大学日本常民

文化研究所非文字資料研究センター『非文字資
料研究叢書１ 国策紙芝居からみる日本の戦
争』２０１８

シロト
白鳥村文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町白鳥（名西郡白鳥村）

２ 役職・身分
白鳥村庄屋の所蔵資料か。

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
１９９６年（平成８）に古書店より徳島県立文書
館が直接購入。
５ 数量
３０点 内３０点公開
６ 年代
１７０５年（宝永２）～１８８０年（明治１３）
７ 構造と内容
石井町東部，伊予街道沿いの白鳥村に関する

文書群。近世文書は，１７０５年（宝永２）の「薮
開検地帳」を始めに新開検地帳・棟付帳，宗門
改帳などの村政に関わる帳簿であり，白鳥村庄
屋が作成又は所持していた文書である。明治期
以降の文書として１８７８年（明治１１）の反別帳，
１８８０年（明治１３）の山林原野実地丈量図から成
る。
８ 出版および関連資料
－

ススエ※
鈴江家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市南佐古
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２ 役職・身分
造園業・鈴江造園

３ 来歴
寄託文書（鈴江家所蔵）

４ 伝来
徳島市南佐古の造園家鈴江基倫氏の旧蔵資料

を直接徳島県立文書館で２０１４年（平成２６）預かっ
た。
５ 数量
１，００７点 内４１８点公開
６ 年代
１９３０年（昭和５）～昭和期
７ 構造と内容
徳島市南佐古の造園家鈴江基倫氏の所蔵資

料。徳島県の造園業協会，パリユネスコ庭園と
イサムノグチ，徳島の造園にも影響を与えた重
森三玲の関係文書などを含んでいる。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁，第５３回企画展「パリ・

ユネスコ日本庭園と阿波の青石－鈴江基倫関係
資料から－」図録２０１６

タカミ※
高見家文書（吉野川市山川町）
１ 地名・出所
吉野川市山川町（麻植郡東川田村）

２ 役職・身分
藍商・紙商・郷鉄砲・川田村村会議員・川田

郵便局長
３ 来歴
寄託文書

４ 伝来
高見氏の居宅で所蔵していた文書を直接徳島

県立文書館へ寄託を受ける。
５ 数量
３，０２４点 内２，８１７点公開
６ 年代
１７４５年（延享２）～昭和期
７ 構造と内容
江戸時代後期，麻植郡東川田村（吉野川市山

川町）を中心に防州（現山口県）売り藍商や紙
商人として活躍しておりその文書が含まれる。

また１８３０年（文政１３）郷鉄砲株購入の関係資料
がある。明治期に入ると郵便局関係，川田特産
の凍豆腐関係の資料が残る。さらに大正期に
は，養蚕および繭の乾燥を行う川田乾燥場の経
営に関する資料を含んでいる。
８ 出版および関連資料
文書館だより３８号６頁，第３６回企画展「近代

阿波の養蚕－藍から繭へ－」図録２００９，第５０回
企画展「徳島の養蚕と製糸」図録２０１４，文書館
の逸品展「山の産業」図録２０１９，文書館の逸品
展「高見家文書に見る吉野川中流域の産業」図
録２０１８，『徳島県立文書館水害史料集』２０２１

タカ３※
高橋家文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町高原（名西郡高原村）

２ 役職・身分
藍商

３ 来歴
寄託文書

４ 伝来
石井町高原の高橋家で伝来した文書を直接徳

島県立文書館へ寄託を受ける。
５ 数量
６５８点 内６１２点公開
６ 年代
１７２９年（享保１４）～昭和期
７ 構造と内容
近世文書は，藍商池北屋としての葉藍や肥料

の仕入れ，金銭貸借，頼母子講関係，藍手板紙
などがある。近代文書には藍商として北陸や伊
勢・尾張の売り場や地主経営に関する文書や養
蚕・桑園関係の文書を含み，藍から桑への産業
転換に関する文書がある。さらに吉野川の治水
に重要な八ヶ村堰の文書を含んでいる。
８ 出版および関連資料
羽山久男「畑作村における高知の歴史地理学

的考察－徳島県名西郡高原村池北の事例－」『地
理科学』第２３号１９７５
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タケシ
竹治家文書（徳島市 コレクション）
１ 地名・出所
徳島市南昭和町，故竹治貞夫氏（徳島大学教

授，漢学者）収集資料
２ 役職・身分
－

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
故竹治貞夫先生が収集していた和書，和書の

複製本などを，１９９８年（平成１０）直接徳島県立
文書館へ寄贈。
５ 数量
６５８点 内６５８点公開
６ 年代
近世初期～昭和期

７ 構造と内容
漢学者である故竹治貞夫氏が収集した，漢

籍，和書，詩集等。６５８点の内原本は３７９冊，他
は複写物を製本しているもの。阿波の漢学・国
学に関する和書を多数含む。
８ 出版および関連資料
－

タケタ
武田家文書（美馬郡つるぎ町）
１ 地名・出所
美馬郡つるぎ町端山（美馬郡東端山村）武田家

２ 役職・身分
東端山村庄屋（肝煎），端山村長，武田浦三

郎（郷土史家）収集資料
３ 来歴
寄託文書（武田家所蔵）

４ 伝来
東端山村庄屋武田家に伝来していた文書を

１９５５年（昭和３０）徳島県立図書館へ寄託。１９９０
年（平成２）徳島県立文書館へ移管。
５ 数量
１，１６８点 内８２４点公開
６ 年代
１６０６年（慶長１１）～大正期

７ 構造と内容
美馬郡つるぎ町，貞光村の南，一宇山の北に

位置する東端山村の庄屋（肝煎）武田家に伝来
した文書。近世文書は１６０６年（慶長１１）貞光谷
御検地帳東端山分一円長坂三郎左衛門拝知書抜
を始めに，検地帳，棟付帳，年貢上納，幕府巡
見使対応，藩主巡見，伊予街道が通る貞光村伝
馬加勢役，江戸村役，切支丹宗門改帳，暇証文，
御触書控などの村政文書がある。なお東端山は
中老長坂三郎左衛門の一円給地であったため，
武田家は長く肝煎役であったが，庄屋役への役
替を求めた願書がある。その他，解紛記，大西
軍記，祖谷山旧記などの貴重な古記録の写本や
金銭貸借証文，質地証文などがある。明治以降
は東端山村戸長で，後の端山村村長であり，郷
土史研究家であった武田浦三郎の収集資料，記
録また，家政文書として金銭貸借証文や書簡を
含む。
８ 出版および関連資料
文書館だより１６号３頁，２８号７頁，２９号３

頁，３６号６頁，宮本和宏「阿波における封建権
力と家」『阿波・歴史と民衆』１９８１，第４回展
示「山村庄屋の役割展－美馬郡西端山村・谷家
文書－」図録１９９２，第２５回資料紹介展「歴史の
宝箱 Part２ 文書館・公文書館の役割」図録
２００３，宮本和宏「棟付改への抵抗－東端山政所
助左衛門－」『徳島県立文書館研究紀要』創刊
号１９９７，松本博「美馬郡東端山武田家文書『御
触帳』目録（一）」『徳島県立文書館紀要』第３
号２００２，松本博「美馬郡東端山武田家文書『御
触帳』目録（二）」『徳島県立文書館紀要』第４
号２００３，日野善雄「近世期の「捨子」救済政策」
『高橋啓先生退官記念論文集 地域社会史への
試み』２００４，第３１回企画展「江戸時代阿波の交
通制度 暮らしとみち」図録２００６，町田哲「近
世阿波山村の名と「壱家－小家」関係の特質－美
馬郡東端山の村落秩序－」後藤雅知・吉田伸之
編『山里の社会史』山川出版２０１０，丸山幸彦「阿
波山間部の名と名連合－東端山における住民集
団・肝煎・給人－」『史窓』４４号２０１４，文書館
の逸品展「端山に見る山間庄屋の展開」図録
２０１５，第５２回企画展「描かれた阿波の人物」図
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録２０１５，『徳島県南海地震史料集』２０１７，丸山
幸彦『祖谷山旧記・忌部神・予章記考－四国の
近世社会から見た中世・古代－』２０２０

タニケ
谷家文書（美馬郡つるぎ町）
１ 地名・出所
美馬郡つるぎ町端山（美馬郡西端山村）谷家

２ 役職・身分
西端山村庄屋・一領一疋

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
西端山村庄屋谷家に伝来していた文書を１９５５

年（昭和３０）徳島県立図書館へ寄贈。１９９０年（平
成２）に徳島県立文書館へ移管。
５ 数量
８４１点 内７６４点公開
６ 年代
１６５８年（明暦４）～大正期
７ 構造と内容
美馬郡つるぎ町，貞光村の南，一宇山の北に

位置する西端山村の庄屋谷家に伝来した古文
書。近世の文書は，１６５８年（明暦４）西端山夫
役帳を始めとする棟付帳，検地帳，土地証文，
暇証文，年貢上納，宍料年貢，切支丹宗門改，
用水，藩主巡見，貞光村から一宇村古見に抜け
るおささや道の整備・改修に関する村政文書
と，谷家の持つ身居である一領一疋に関する文
書や由緒書，書簡，金銭貸借証文などの家政文
書がある。その他，幕末期に組頭庄屋役を務め
た時期の御触書控や，未遂であるが維新期の高
松討伐の記録，庚午事変の記録等も含まれてい
る。明治期には，西端山組頭，里長，村長であっ
た谷幸三郎の記録として伍長組の編成や地租改
正に関する文書がある。また，所在地で争いが
あった忌部神社の資料も含んでいる。
８ 出版および関連資料
文書館だより４号６頁，２６号６頁，３６号６頁，

第２０回企画展「阿波の古文書パート１棟付帳」
図録２０００，第２３回資料紹介展「阿波の古文書パー
ト１訴状・裁判文書」図録２００２，第２７回企画展

「褒められた人々－江戸時代阿波の褒状－」図
録２００３，第３１回企画展「江戸時代阿波の交通制
度 暮らしとみち」図録２００６，特別企画展「庚
午事変の群像」図録２００７，特別企画展「暮らし
の中の吉野川」図録２０１０，文書館の逸品展「江
戸時代阿波人の見た世界地図・日本地図」図録
２０１１，文書館の逸品展「端山に見る山間庄屋の
展開」図録２０１５

チヨウ※
長谷寺文書（鳴門市）
１ 地名・出所
鳴門市撫養町（板野郡木津村）長谷寺

２ 役職・身分
寺院・駅路寺・木津金刀比羅神社別当

３ 来歴
寄託文書（長谷寺所蔵）

４ 伝来
木津村長谷寺に伝来していた文書を，直接徳

島県立文書館へ寄託を受けた。
５ 数量
６，９６６点 内１，１７６点公開
６ 年代
１５８８年（天正１６）～昭和期
７ 構造と内容
板野郡木津村（鳴門市撫養町木津）の旧撫養

街道沿いにある長谷寺に伝来した文書。この文
書の内約６，０００点は，包紙・帳簿・書簡等の断
簡である。近世文書は６００点ほどあり，藩政初
期に藩から設定された駅路寺に関する史料を始
め，寺の由緒や伽藍の造営，棟付帳，門前の御
免許新町に関わる文書など寺院経営についての
文書等が多い。その他寺の由緒書や郡代等藩の
役人との往復書簡の御用留である公用書控など
がある。近代文書には，土地・財産関係の文書
が多い。
８ 出版および関連資料
小塩裕光『長谷寺』上巻１９８１，中巻，下巻，

文書館だより４０号６頁，文書館の逸品展「駅路
寺 長谷寺の古文書」図録２０１８
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ツツイ
筒井家文書（吉野川市鴨島町）
１ 地名・出所
吉野川市鴨島町（麻植郡鴨島町）筒井製糸株

式会社関係文書
２ 役職・身分
筒井製糸工場関係

３ 来歴
寄託文書（筒井家所蔵）

４ 伝来
鴨島町筒井製糸工場の文書。横浜市史編纂室

にて資料整理され筒井家に返却されていたもの
を，２０１３年（平成２５）に徳島県立文書館へ直接
寄託。
５ 数量
６６７点 内６６３点公開
６ 年代
１９１３年（大正２）～昭和３０年代
７ 構造と内容
麻植郡鴨島町鴨島の鴨島駅北にあった筒井製

糸所（後の筒井製糸株式会社）が所蔵していた
文書。１９１３年（大正２）の諸勘定元帳を始めに，
金銭出納簿，製品販売内訳簿，原料繭元帳等の
諸帳簿や，株式会社としての予算書や営業報
告，来信留等の基礎的な文書がある。また，製
糸業組合や戦時統制下，戦後復活等の文書もあ
る。
８ 出版および関連資料
上山和雄「筒井製糸と四国蚕糸業」『市史研

究よこはま』１９８９，文書館だより３６号４頁，第
５０回企画展「徳島の養蚕と製糸」図録２０１４

ツユク
露口家文書（那賀郡那賀町）
１ 地名・出所
那賀郡那賀町（旧相生町）花瀬（那賀郡花瀬

村）露口家
２ 役職・身分
林方目付

３ 来歴
寄託文書（露口家所蔵）

４ 伝来
那賀郡花瀬村林目付の露口家に伝来していた

文書を徳島県立文書館に直接寄託。２００７年（平
成１９）寄託契約。
５ 数量
１，１９０点 内１，１０３点公開
６ 年代
１３５７年（延文２）～大正期
７ 構造と内容
那賀川上流，那賀郡花瀬村露口家に伝来した

文書。１３５７年（延文２）木地引免状は，全国の
山間部に写が伝播しているもので，これを始
め，近世初期までの文書写がある。露口家は寛
文期以前から御林制道方を勤め，木頭・木沢な
どの山林地帯を控え，藩直轄の御林山を持つ那
賀奥の御林目付を勤めていた。一時花瀬村の肝
煎を兼帯していることもあったが，幕末に至る
まで御林目付であった。御林目付の仕事とし
て，御林の山林・御用木管理・木材・薪の売
買・炭・椎茸等の文書がある。また，四国遍路，
伊勢参りの道中記などがある。明治期には，里
長補・里長・戸長を勤め御触控帳・辞令などそ
の関係文書，徳島県内で初期に刊行された１８７４
年（明治７）の徳島新聞が４部含まれている。
８ 出版および関連資料
文書館だより２８号３頁，町田哲「近世後期に

おける徳島藩御林と請負－那賀川中流域を事例
に－」『鳴門史学』第２６集２０１２，町田哲「近世
前期徳島藩の御林と御林番人」『史窓』第４３号
２０１３，第３６回企画展「近代阿波の養蚕－藍から
繭へ－」２００９，文書館の逸品展「山の産業」図
録２０１９，『徳島県立文書館水害史料集』２０２１

テスカ
手束家文書（阿波市）
１ 地名・出所
阿波市柿原（阿波郡柿原村）手束家

２ 役職・身分
商家・地主

３ 来歴
寄贈文書
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４ 伝来
柿原村手束家に伝来していた文書を，１９８８年

（昭和６３）直接徳島県立文書館開設準備室へ寄
贈。
５ 数量
８７１点 内８５４点公開
６ 年代
１８５１年（嘉永４）～昭和期
７ 構造と内容
吉野川の中流域，阿波郡柿原村手束家に伝来

した文書。近世文書は４点で金銭貸借証文であ
る。明治期は，小作地主，金銭貸借などの経営
文書が中心で，さらに明治後期からの産業資料
として桑園や養蚕の経営に関する文書を含んで
いる。
８ 出版および関連資料
－

テラオ※
寺岡家文書（徳島市国府町）
１ 地名・出所
徳島市国府町寺岡家

２ 役職・身分
板西警察署長

３ 来歴
寄託文書（寺岡家文書）

４ 伝来
徳島市国府町寺岡家より直接徳島県立文書館

が預かり，寄託契約を結ぶ。
５ 数量
３点 内３点公開

６ 年代
１９１７年（大正６）～１９２０年（大正９）
７ 構造と内容
大麻町板東（現鳴門市）にあった板東俘虜収

容所の前に立っていた板西警察分署の警備警察
官出張所の立哨警察官による日報綴りである
１９１７年（大正６）と１９１８年（大正７）の「雑書
編冊」と，１９２０年（大正９）頃作られた「板東
俘虜収容所沿革史」から成る。
８ 出版および関連資料
文書館だより３９号４頁，高田美穂「板東俘虜

収容所の「特殊俘虜」についての一考察」『鳴
門史学』第２９集２０１５，「板東俘虜収容所の経済
構造とドイツ社会との関係に関する一考察」『史
窓』第４６号２０１６

テラト
寺戸家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市寺戸家（稲田家文書）

２ 役職・身分
武家（中老稲田勘解由家か）

３ 来歴
寄託文書

４ 伝来
寺戸家に伝来した文書を２００１年（平成１３）に

直接寄託。同年寄託契約。
５ 数量
２０点 内２０点公開
６ 年代
１６５８年（万治元）～幕末期
７ 構造と内容
稲田本家である九郎兵衛家（家老）及び稲田

勘解由家（中老）の成立書並系図がある。１６５８
年（万治元）の文書は稲田忠兵衛（３代勘解由）
が蜂須賀光隆から賜った知行宛行状である。こ
のほか稲田勘解由の家来一覧や稲田家分家の系
図，幕末・明治維新期の写本等を含んでいる。
８ 出版および関連資料
宇山孝人「二つの「一国一城令」と阿波九城

の終焉をめぐって」『徳島県立文書館研究紀要』
第６号２０１４

ナカサ
中財家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市川内町大松（板野郡大松村）中財家（近

藤家）
２ 役職・身分
板野郡大松村庄屋，藍方床改役，藍検査役

３ 来歴
寄贈文書
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４ 伝来
中財家に伝来していた文書を直接徳島県立文

書館に寄贈。
５ 数量
４７５点 内４７２点公開
６ 年代
１６０２年（慶長７）～昭和期
７ 構造と内容
徳島市川内町の北部，大松村の中財家（１８７０

年（明治３）までは近藤家）の文書。近世文書
は１６０２年（慶長７）の大松村新開検地帳写を始
め，検地帳・棟付帳・年貢上納・川成引帳など
の村政文書が含まれる。その他近藤基之助が勤
めていた床改役など藍関係や基之助が著した
１８５４年（嘉永７）の地震記録が含まれている。
明治期には中財基四郎が藍検査役となり，藍・
すくもの流通に関する文書や藍寝床の貸借証が
近隣の村から集まってきている。
８ 出版および関連資料
文書館だより３０号７頁，３３号３頁，第２５回企

画展「阿波の古文書パート３近世社会を創出し
た文書検地帳」図録２００２，第４５回企画展「吉野
川と阿波藍」図録２０２１，第２８回企画展「資料に
見る徳島の自然災害」図録２００４，特別企画展「知
ろう学ぼう記録資料に見る南海地震」図録
２０１６，『徳島県南海地震史料集』２０１７，第６０回
企画展「藍を作り藍を売る－阿波の主産業・
藍－」図録２０２０

ナカセ※
中瀬家文書（徳島市川内村）
１ 地名・出所
徳島市川内町（板野郡平石村）

２ 役職・身分
川内村長

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
２００６年（平成１８）に徳島県立文書館が古書店
より直接購入。
５ 数量
１，０８８点 内１，０１１点公開

６ 年代
１７９８年（寛政１０）～昭和初期
７ 構造と内容
近世文書は６点。質地証文の外に平石村の成

立についての文書を含む。史料の中心は近代文
書で，特に明治中期に川内村長であった中瀬儀
平の関係文書が多い。川内村の行政や学校関係
の資料が含まれており，特に１８９２年（明治２５）
の水害について『明治２５年海嘯洪水被害顛末
記』を著している。原稿も含め関係資料もある。
８ 出版および関連資料
文書館だより３８号６頁，文書館の逸品展「公

文書に見る徳島の風水害」図録２０２０

ニイケ
新居家文書（コレクション）
１ 地名・出所
徳島市

２ 役職・身分
藩儒者新居水竹・敦二郎関係文書ほか

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
１９９９年（平成１１）古書店より徳島県立文書館
が購入。
５ 数量
６３点 内６３点公開
６ 年代
１８１５年（文化１２）～大正期
７ 構造と内容
徳島藩の儒者である新居水竹・その子敦二郎

の関係文書およびその他のコレクション文書で
ある。１８２９年（文政１２）水竹の「遊山記」（漢
文の備忘録），敦二郎（湘江）の履歴書，漢詩
文，書簡等の外に，敦二郎が北海道で官吏をし
ていた時代の文書なども含まれている。その他
幕末から明治にかけての番付表，阿波関係の和
本などがある。
８ 出版および関連資料
特別企画展「庚午事変の群像」図録２００７
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ニイ２
新居水竹関係文書（コレクション）
１ 地名・出所
徳島市

２ 役職・身分
儒者新居水竹・敦二郎関係文書

３ 来歴
複製文書（徳島文理大学附属図書館所蔵・マ

イクロフィルム）
４ 伝来
徳島文理大学が購入し現在は徳島文理大学付

属図書館が所蔵している文書をマイクロフィル
ム化し所蔵。
５ 数量
９５７点 内９５７点公開
６ 年代
１７８９年（寛政元）～昭和期
７ 構造と内容
徳島藩の儒者である新居水竹・その子敦二郎

の関係文書，まず新居水竹の文書としては，１７８９
年（寛政元）の文書は「藍方御代官一巻」で，
徳島藩産業の主力である藍方に関する記録の写
しである。この他「撫養塩田誌」，ロシアに抑
留された高田屋嘉兵衛一件の記録などの写本が
ある。また，１８４６年（弘化３）から，新居水竹
が庚午事変で切腹をする１８７０年（明治３）まで
の漢文調の日記「水竹居日記」がある。その他
水竹自身の書簡，柴秋邨から水竹に宛てられた
書簡，漢詩文集など徳島の幕末維新期を語る貴
重な文書が多数含まれている。敦二郎（湘江）
の文書としては，敦二郎の日記が断続的に残さ
れているほか，父水竹等との書簡がある。その
ほか圧倒的に漢詩に関する資料が多いが，徳島
の自由民権運動の中で起きた自助社通諭書事件
に関する文書や，後に赴任した北海道，徳島中
学校に関わる文書なども含まれている。
８ 出版および関連資料
特別企画展「庚午事変の群像」図録２００７

ニシサ
西崎家文書（阿南市 コレクション）
１ 地名・出所
阿南市桑野町西崎憲司氏コレクション（勝浦

郡坂野村肝煎森家文書他）
２ 役職・身分
－

３ 来歴
寄託文書（西崎家所蔵）

４ 伝来
西崎憲司氏のコレクション文書を１９９１年（平

成３）に徳島県立文書館が直接寄託を受け，２００２
年（平成１４）寄託契約。
５ 数量
２，７４３点 内２，６２６点公開
６ 年代
１６５５年（明暦元）～昭和期
７ 構造と内容
西崎家文書は，阿南市西部，旧土佐街道沿い

の桑野町西崎家でコレクションされた文書であ
る。近世文書の主体は，小松島市南東部の那賀
郡坂野村の肝煎森家（後に組頭庄屋，さらに若
槻家と改姓）である。坂野村肝煎森兼助，組頭
庄屋森孫太郎，組頭庄屋森弥兵衛，庄屋若槻富
太郎の各代の年貢上納，勧農普請などの村政文
書や金銭貸借，土地証文，年貢船積切手などが
ある。その外，明治・大正期の教科書や引き札，
戦前の紙芝居などが含まれる。
８ 出版および関連資料
文書館だより２２号６頁，２８号３頁，３２号１頁，

第２３回資料紹介展「阿波の古文書パート２訴
状・裁判文書」図録２００２，第３１回企画展「江戸
時代阿波の交通制度 暮らしとみち」図録
２００６，文書館の逸品展「西崎家文書」図録２００９

ニユウ
入田村文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市入田町（名西郡入田村）

２ 役職・身分
－
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３ 来歴
購入文書

４ 伝来
古書店より徳島県立文書館が直接購入。

５ 数量
２１２点 内２１２点公開
６ 年代
１７０５年（宝永２）～明治前期
７ 構造と内容
徳島市西部，名西郡入田村の文書群。田畠の

質地証文が中心。入田村取立高橋甚右衛門の関
係文書が多いようである。また，他村の切支丹
宗門帳，仕切書，田畠質地証文等が含まれてい
る。
８ 出版および関連資料
－

ハチス
蜂須賀家文書（静岡県熱海市）
１ 地名・出所
徳島藩主蜂須賀家，静岡県熱海市別邸所蔵資料

２ 役職・身分
徳島藩主，侯爵

３ 来歴
寄託文書

４ 伝来
熱海市にあった蜂須賀家別邸に残されていた

文書を，１９７９年（昭和５４）徳島県立図書館へ寄
託。１９９０年（平成２）に徳島県立文書館へ移管。
５ 数量
１，５４３点 内１，０５５点公開
６ 年代
１３５０年（正平５）～昭和期
７ 構造と内容
静岡県熱海市にあった蜂須賀家別邸に残され

ていた文書，書簡，辞令，教育などの家政文書
が多い。その他，一部藩士等から文書を借り上
げて作成したと思われる中世文書（菅生文書の
綸旨等）・近世初期の感状・宛行状等の写し（一
部原本）がある。また，蜂須賀家の系図や由緒
書，蜂須賀家に関する諸記録，印譜，漢籍など
を含む。

８ 出版および関連資料
第９回所蔵資料紹介「阿波ゆかりの年賀状」

１９９４，第１６回企画展「徳川慶喜と蜂須賀家 慶
喜，娘への手紙」図録１９９８，第２７回企画展「褒
められた人々－江戸時代阿波の褒状－」図録
２００３，町田哲「寺沢六右衛門－近世前期阿波の
山請けと分一－」『史窓』第４６号２０１６，第５６回
企画展「明治１５０年 徳島の古文書で見る明治
維新」図録２０１８，『徳島県立文書館水害史料集』
２０２１

ハハケ
馬場家文書（三好市）
１ 地名・出所
三好市辻（三好郡辻町）馬場家

２ 役職・身分
郷医師

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
辻町の郷医師馬場家に伝来していた文書を，

徳島県立文書館へ直接寄贈。
５ 数量
２６７点 内２６４点公開
６ 年代
１７３３年（享保１８）～昭和期
７ 構造と内容
吉野川中流南岸の河港，辻町の郷医師であっ

た馬場家の文書群。近世文書は金銭貸借証文，
土地証文等の家政文書と，新居水竹，岩本贅庵
ら儒者との交流を示す漢詩書などがある。近代
文書は辞令等が主だが，徳島県脇町出身の将棋
名人，小野五平からの免状が残されている。
８ 出版および関連資料
－

ハント
坂東家文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町高川原（名西郡高川原村）坂東家

２ 役職・身分
－
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３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
高川原村坂東家に伝来していた文書を，徳島

県立文書館へ直接寄贈。
５ 数量
１３１点 内１３１点公開
６ 年代
１７１２年（正徳２）～明治中期
７ 構造と内容
近世中期から明治期にかけての和本及び漢籍

類。
８ 出版および関連資料
文書館だより３３号６頁

ハン２※
坂東家文書（徳島市川内町）
１ 地名・出所
徳島市川内町（板野郡宮島浦・小松新田）坂

東家
２ 役職・身分
宮島浦商人・小松新田会所後見人坂東家

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
古書店より直接徳島県立文書館が購入。

５ 数量
１２６点 内１２５点公開
６ 年代
１７１３年（正徳３）～明治期
７ 構造と内容
吉野川河口左岸の宮島浦坂東家と，坂東家が

開発に参加していた小松新田の関係文書。小松
新田の普請や経営に関する文書と共に，坂東家
の藍商として藍など物産の売買や那賀郡答島の
塩浜，坂東家の藍などの売買に関する経営文書
や，家政文書を含む。
８ 出版および関連資料
文書館だより３８号６頁

ハン３※
坂東家文書（徳島市川内町）
１ 地名・出所
板野郡宮島浦・小松新田（徳島市川内町）坂

東家
２ 役職・身分
宮島浦商人・御銀主・小高取・小松新田会所

後見人坂東家
３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
徳島県立図書館に寄贈されていたものを，１９９０

年（平成２）徳島県立文書館に移管。
５ 数量
２，８２０点 内２，７１５点公開
６ 年代
１７６４年（明和元）～明治期
７ 構造と内容
吉野川河口左岸の宮島浦坂東家と，坂東家が

開発に参加していた小松新田の関係文書。小松
新田の年貢帳簿や金銭出入帳などの経営帳簿を
はじめとして小松新田会所の関係資料がある。
また，宮島浦の藍商鈴屋としての商家経営文書
も含まれる。
８ 出版および関連資料
外園英彦「近世後期における阿波商家の支店

運営－藍商鈴屋「坂東家文書」書簡より－」『徳
島県立文書館紀要』第３号２００２，文書館だより
３９号７頁，４０号６頁，４１号７頁，『徳島県南海
地震史料集』２０１７，第５９回企画展「富岡の豪商
吹田家」図録２０１９

フキタ※
吹田家文書（阿南市富岡）
１ 地名・出所
阿南市富岡（那賀郡富岡町）

２ 役職・身分
富岡町商人・御銀主役・本陣役・郡付浪人

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
阿南市富岡の吹田家に伝来していた文書のう
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ち文書類の一部は阿南市史編纂室に預けられて
いたが，残存分を含め所蔵していた文書のほと
んどを直接徳島県立文書館に寄贈。
５ 数量
１０，５０９点 内１０，０９９点公開
６ 年代
１６０４年（慶長９）～昭和前期
７ 構造と内容
阿波国南部の中心的な郷町である那賀郡富岡

町の代表的な商人吹田家文書。屋号は熊野屋。
那賀川下流域は，藩の穀倉地帯である。近世文
書は米穀・酒造・材木等の売買に関する文書お
よび地主関係の文書が中心である。特に米穀は
年貢米麦の管理なども行っていたため多い。ま
た，和書も多く含む。江戸時代初期は，藩家老
賀島家の配下にあったが，１７７４年（安永３）藩
から御銀主役を命じられ，自宅は藩の御用商人
として，藩主らが南部へ鷹狩りや視察に訪れる
際の本陣として使用された。近世から近代にか
けて，ほぼ村役人などには就任せず，商人とし
ての活動を続けている。
８ 出版および関連資料
文書館だより３５号６頁，４１号４頁，『徳島県

南海地震史料集』２０１７，第５９回企画展「富岡の
豪商 吹田家」図録２０１９

フシク
藤倉家文書（鳴門市）
１ 地名・出所
鳴門市北灘町粟田（板野郡粟田村）藤倉家

２ 役職・身分
粟田村庄屋

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
粟田村庄屋藤倉家に伝来した文書を，２０００年

（平成１２）徳島県立文書館へ直接寄贈。
５ 数量
１，２９２点 内１，２７７点公開
６ 年代
１６７４年（延宝２）～昭和期

７ 構造と内容
徳島県の北端，瀬戸内海に面した北灘８か村

の内中央部（やや東部）にある粟田村庄屋藤倉
家に伝来した文書。近世文書約７００点は，年貢
上納，御膳米の管理，行き倒れ遍路への対応な
どの村政文書と，漁業（ナマコ漁・建網漁・ハ
マチ漁他，魚口運上銀や漁場出入等），林業（薪・
松葉・御用木等），松茸，大坂廻船など北灘地
区の海山の産業に関する文書を含む。また明治
後期に成立し，藤倉家が組合長を務めていた北
灘村漁業協同組合の文書が２６０冊ほどある。そ
の他１７９３年（寛政５）郡奉行による異国船対応
の制札などがある。近代資料としては，明治後
期に作られ，藤倉虎太郎が組合長となった北灘
漁業組合に関する文書がまとまって残されてい
る。
８ 出版および関連資料
『鳴門市史』上巻１９７６，文書館だより３３号７

頁，文書館の逸品展「庄屋文書から見た北灘の
海と山－粟田村藤倉家文書－」図録２０１１，第５４
回企画展「徳島の塩業」図録２０１６

フルカ※
古川家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市古川家文書

２ 役職・身分
藩家老賀島家馬医，侍医

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
徳島市の古川家に伝来した文書を直接徳島県

立文書館へ寄贈を受ける。
５ 数量
７３１点 内７３１点公開
６ 年代
１５８３年（明朝万暦癸未）～明治期
７ 構造と内容
古川家に伝来した，和本および漢籍。医学書

を中心としている。この外に，未整理の写本の
医学書や書簡類がある。
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８ 出版および関連資料
文書館だより４号４頁，６頁，第６回資料紹

介展「黎明期の医学書 古川家文書」１９９３

ホウサ
芳崎村文書（阿南市）
１ 地名・出所
阿南市那賀川町芳崎（那賀郡芳崎村）

２ 役職・身分
上分上山村庄屋

３ 来歴
購入文書，徳島県立図書館より移管

４ 伝来
徳島県立図書館が古書店から購入したもの

を，１９９０年（平成２）徳島県立文書館に移管。
５ 数量
１５点 内１５点公開
６ 年代
１６２２年（元和８）～１７８２年（天明２）
７ 構造と内容
阿南市那賀川町今津港の南，那賀郡芳崎村の

文書群，紀伊水道に面し，那賀川北岸用水最下
流域に位置する。文書は，近世初期の給人（徳
島藩士）別の反別名寄帳，享保から寛政期の棟
付帳関係文書によって成る。
８ 出版および関連資料
『那賀川町史』上巻

ミハラ
三原家文書（コレクション）
１ 地名・出所
三原家コレクション

２ 役職・身分
－

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
三原家のコレクション文書を徳島県立図書館

に寄贈。１９９０年（平成２）徳島県立文書館へ移
管。
５ 数量
３４点 内３４点公開

６ 年代
１６５７年（明暦３）～昭和期
７ 構造と内容
那賀郡芳崎村，阿波郡中野村，板野郡中村，

板野郡鯛浜村，板野郡東貞方村，西貞方村，麻
植郡上浦村などの，検地帳，棟付帳，年貢上納
などに関する文書。
８ 出版および関連資料
－

ミフネ※
三舟家文書（コレクション）
１ 地名・出所
徳島市三舟家コレクション

２ 役職・身分
－

３ 来歴
寄託文書

４ 伝来
三舟家のコレクション文書を直接徳島県立文

書館へ寄託を受けた。
５ 数量
９８点 内８４点公開
６ 年代
明治末期～昭和初期

７ 構造と内容
三舟家のコレクション文書。昭和初期の徳島

県県議会議事録７８冊は，当時の県議会議員逢坂
左馬之助が所持していたもの。また，明治末期
から昭和期の商店や公共機関等のチラシを含ん
でいる。さらに，現在は非公開だが，多数の引
き札や看板などの資料がある。
８ 出版および関連資料
文書館だより４０号６頁，４２号２頁，６頁，第

４２回企画展「阿波引き札の世界－三舟コレク
ションを中心として－」２０１１，文書館の逸品展
「阿波の引き札２－三舟家コレクション－」
２０２１
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ミマケ
美馬家文書（勝浦郡上勝町）
１ 地名・出所
勝浦郡上勝町瀬津（勝浦郡瀬津村）美馬家

２ 役職・身分
瀬津村庄屋・瀬津村村長

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
瀬津村庄屋美馬家に伝来していた文書。一時

徳島県立図書館に寄託されるが，美馬家に返還
される。２００２年（平成１４）美馬家から徳島県立
文書館に直接寄贈を受けた。２００９年（平成２１）
寄贈。
５ 数量
２，９９６点 内２，７９８点公開
６ 年代
１６８２年（天和２）～昭和期
７ 構造と内容
上勝町の最西部，勝浦川の源流部に当たる瀬

津村の庄屋美馬家に伝来した文書。近世文書
は，１６８２年（天和２）の金銭貸借証文を始め
に，土地証文などが多い。また，検地帳写，散
田下札，村内にある殿川内御林の管理に関する
文書，暇証文，博奕の制道など村政文書，郡代
などからの布達の廻状が多数ある。また産業と
して紙製造及び売買の文書がある。明治期には
美馬要治が瀬津村里長補，里長となり，勝浦郡
内の戸籍編成，地租改正，学事関係，木材の売
買などに関する文書がある。
８ 出版および関連資料
羽山久男『山村地域の史的展開－徳島県勝浦

郡上勝町－』１９８１，文書館だより３０号７頁，３２
号３頁，特別企画展「歴史資料に見る阿波の人
形浄瑠璃」図録２００４，特別企画展「阿波人形浄
瑠璃－興行のにぎわい－」図録２００７，第３４回企
画展「古文書の中の子ども」図録２００８，文書館
の逸品展「山の庄屋さん－美馬家文書の世
界－」図録２０１１，第５２回企画展「描かれた阿波
の人物」図録２０１５

ムトウ※
武藤家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市武藤家文書

２ 役職・身分
徳島藩士・中老・旗組頭

３ 来歴
寄託文書

４ 伝来
徳島県立図書館に寄託されていた文書を１９９０

年（平成２）に徳島県立文書館に移管され，寄
託文書となる。
５ 数量
８，４８４点 内８，２１７点公開
６ 年代
１６１４年（慶長１９）～明治期
７ 構造と内容
徳島藩士，中老武藤家の文書。武藤家は，豊

臣秀次の重臣であったという由緒を持ち，大坂
冬の陣直前に藩士に取り立てられたという。そ
の後中老として藩政に関わっていた。近世文書
は約３，０００点で，藩主書状を始め，御用勤務，
年貢収納や給地管理などの家政文書，弓術・槍
術などの武術文書，幕末期の日誌など幅広い文
書が残る。また，近代文書としては，明治期の
家政文書として，蜂須賀牛乳店，津田魚揚場，
普通新聞社などの経営関係の文書とともに，金
銭貸借関係の文書を含んでいる。
８ 出版および関連資料
文書館だより３８号１頁，６頁，３９号３頁，５

頁，４２号７頁，特別企画展「知ろう学ぼう記録
資料に見る南海地震」図録２０１６，第５５回企画展
「蜂須賀家家臣と拝領地－武藤家文書を中心
に－」２０１７，第５６回企画展「明治１５０年 徳島
の古文書で見る明治維新」図録２０１８，第５８回企
画展「阿波へ異国船がやってきた」図録２０１９，
西本沙知子「御旗の者の戊辰戦争出征報告書に
ついて－武藤家文書「御旗一巻并組御旗之者江
申付方諸事手控より－」『徳島県立文書館研究
紀要』第８号２０２１
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モトキ
元木家文書（名西郡石井町）
１ 地名・出所
名西郡石井町高原（名西郡高原村）元木家

加登屋（かどや）
２ 役職・身分
商家（藍商）

３ 来歴
寄託文書（元木家所蔵）

４ 伝来
高原村の商家元木家に伝来した文書を２００６年

（平成１８）徳島県立文書館に直接寄託契約。
５ 数量
３１点 内３１点公開
６ 年代
１８０８年（文化５）～１８５９年（安政６）
７ 構造と内容
かど屋（元木家）卯三郎の近世後期の日記３

冊と五社宮一揆について書かれた「高原村五社
一巻」１冊，その他和本２７冊からなる。
８ 出版および関連資料
文書館だより３４号３頁，松本博「幕末徳島藩

における民衆的世界の形成－地方文書に見る城
下周辺の動向－」『三好昭一郎先生古希記念論
集 社会と信仰 阿波からの視点』１９９９，特別
企画展「歴史資料に見る阿波の人形浄瑠璃」図
録２００４，特別企画展「庚午事変の群像」図録
２００７，第３４回企画展「古文書の中の子ども」図
録２００８，特別企画展「暮らしの中の吉野川」図
録２０１０，阿部聡美「「加登屋日記」に見る民衆
の娯楽」『徳島県立文書館紀要第５号』２００５，
特別企画展「知ろう学ぼう記録資料に見る南海
地震」２０１６，文書館の逸品展「古文書が語る石
井の歴史」図録２０１７，『徳島県南海地震史料集』
２０１７，第６０回企画展「藍を作り藍を売る－阿波
の主産業・藍－」図録２０２０，文書館の逸品展「史
料に見る自然災害Ⅰ」図録２０２１，『徳島県立文
書館水害史料集』２０２１

モリ３
森英雄家文書（小松島市）
１ 地名・出所
小松島市和田島（那賀郡和田島村）森家

２ 役職・身分
和田島村庄屋

３ 来歴
寄託文書（森家所蔵）

４ 伝来
和田島村の庄屋森家に伝来した文書を２００８年

（平成２０）に徳島県立文書館が直接預かる。
２０１３年（平成２５）寄託契約。
５ 数量
４，５４４点 内４，５０１点公開
６ 年代
１６０３年（慶長８）～明治期
７ 構造と内容
小松島湾の東，紀伊水道に突き出た半島であ

る那賀郡和田島村の庄屋森家に伝来した文書
群。近世文書は，１６０３年（慶長８）の新開検地
帳を始めとする，検地帳，棟付帳，年貢上納，
用水・大手堤等の勧農普請，宝永，寛政，安永
地震への対応，幕府巡見使，幕府の海岸測量（伊
能忠敬による），藩主巡見・鷹狩りへの対応等
の村政文書が中心である。また，鱧（ハモ）の
好漁場が近くにあり，淡路の沼島，対岸の泉佐
野・紀州などからも出漁してきていたため，地
元漁民を含めての漁場をめぐる争いや，魚口銀
に関する文書，幕府の年貢米を積んだ「御城米
船」の風待ちによる和田島入港に関する文書，
紀伊水道を通る船の難船に関わる文書，土佐か
ら長崎へ回航される中国の難破船に関わる文書
など海に関する文書は多い。さらに，間ノ新田
の開発や徳島城への庭木献上，神社の勧進や祭
礼，１８１４年（文化１１）和田島村・間ノ新田分間
図の原本などがある。由緒書に近世初期以来の
文書は焼けたとあるが，多彩な文書群である。
８ 出版および関連資料
文書館だより３３号６頁，３５号７頁，文書館の

逸品展「和田島の庄屋森家文書」図録２０１４，古
文書を読む会１，６，７班『史料集２和田島村
森家文書難船一巻』２００４，文書館の逸品展「資
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料に見る徳島の食」図録２０１４，第５２回企画展「描
かれた阿波の人物」２０１５，特別企画展「知ろう
学ぼう記録資料に見る南海地震」図録２０１６，『徳
島県南海地震史料集』２０１７，文書館の逸品展「阿
波の干拓新田－新田絵図を中心に－」図録
２０１８，第５８回企画展「阿波へ異国船がやってき
た」図録２０１９，鈴木直樹「宝永地震後の復旧・
開発過程と地域社会－阿波国那賀郡和田島村を
事例に」『近世村の生活史 阿波・淡路の村と
人』２０２０，第６３回企画展「住吉村組頭庄屋山田
家と吉野川」図録２０２１，板東英雄「阿州和田島
へやってきた「御城米船」－庄屋森家文書を中
心として－」『徳島県立文書館紀要第８号』２０２１

モリタ
森田家文書（那賀郡那賀町）
１ 地名・出所
那賀町拝宮森田家

２ 役職・身分
小学校教員

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
那賀郡拝宮の森田家に伝来した文書を２０１１年

（平成２３）に徳島県立文書館が直接預かる。
５ 数量
１１４点 内１１４点公開
６ 年代
１８２０年（文政３）～昭和期
７ 構造と内容
那賀川の上流域，那賀郡拝宮の森田家に伝来

した文書群。幕末期から明治期にかけての浄瑠
璃本と，徳島県師範学校を卒業後小学校教員と
なった森田昭憲の関係資料が含まれている。戦
中の師範学校での生活や戦後直後の教科書や学
習指導案などがある。
８ 出版および関連資料
－

ヤマコ
山腰家文書（阿南市）
１ 地名・出所
阿南市大潟町（那賀郡答島村）山腰家

２ 役職・身分
答島村郷鉄砲，川口御番人，橘浦魚分一所，

商人
３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
答島村山腰家に伝来した文書を徳島県立文書

館に直接寄贈。
５ 数量
７６点 内７５点公開
６ 年代
１８１９年（文政２）～幕末期
７ 構造と内容
阿南市東部の紀伊水道に面した港を持つ答島

村郷鉄砲山腰家に伝来した近世後期の文書。答
島村にあった塩田と塩の運送，造酒，藍玉の廻
送などの商家文書と，船付新田の大手堤破損に
関わる普請に関わる村政文書が含まれている。
８ 出版および関連資料
文書館だより３７号４頁，第２８回企画展「資料

に見る徳島の自然災害」図録２００４，第５４回企画
展「徳島の塩業」図録２０１６，特別企画展「知ろ
う学ぼう記録資料に見る南海地震」図録２０１６，
『徳島県南海地震史料集』２０１７

ヤマ２※
山田家文書（板野郡藍住町）
１ 地名・出所
板野郡住吉村（板野郡藍住町）山田家

２ 役職・身分
住吉村組頭庄屋

３ 来歴
寄託文書

４ 伝来
鳴門市在住の山田家から直接徳島県立文書館

へ寄託を受ける。
５ 数量
５，０１５点 内４，７７１点公開
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６ 年代
１６０４年（慶長９）～明治期
７ 構造と内容
板野郡住吉村の組頭庄屋山田家の文書。山田

家は，住吉城主であったとされ，近世初期から
代々組頭庄屋を務めていたものと思われる。残
存している文書は中期以降である。山田家の管
轄する住吉組の村々は，住吉村・奥野村・吉成
村・成瀬村・東中富村・西中富村・東貞方村・
西貞方村・勝瑞村・乙瀬村・矢上村・笠木村・
中原村・竹瀬村の１３か村で，吉野川中下流域の
中島と呼ばれる藍作中心地であった。吉野川の
護岸普請などを始め，各種調査報告など村域を
越える課題も多く，組頭庄屋として対処・作成
した文書が多く残されている。特に広域の訴訟
や勧農普請事業，幕府天文方（伊能忠敬），巡
見使，平島公方対処，異国船対処，地誌「阿波
志」の編纂事業などへの行政的な資料が残され
ている。その他，近世から明治にかけての造酒
業や油稼業，小作地主などの家政文書を含んで
いる。
８ 出版および関連資料
第４５回企画展「吉野川と阿波藍」図録２０２１，

文書館の逸品展「資料に見る徳島の食」図録
２０１４，第５６回企画展「明治１５０年 徳島の古文
書で見る明治維新」図録２０１８，文書館の逸品展
「史料に見る自然災害Ⅰ」図録２０２１，『徳島県
立文書館水害史料集』２０２１，第６３回企画展「住
吉村組頭庄屋山田家と吉野川」図録２０２１

ヨシタ※
吉田家文書（徳島市）
１ 地名・出所
徳島市

２ 役職・身分
商人・藩商法方

３ 来歴
購入文書

４ 伝来
２０１６年（平成２８）に古書店から直接購入。
５ 数量
１１点 内１１点公開

６ 年代
近世末期～明治初期

７ 構造と内容
明治初期の徳島藩商法方の記録を中心に，布

告の写しなどを含む。
８ 出版および関連資料
文書館だより３８号７頁

ヨシモ
吉守家文書（勝浦郡勝浦町）
１ 地名・出所
勝浦郡勝浦町黄檗（勝浦郡黄檗村）吉守家

２ 役職・身分
修験者

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
修験者であった吉守家に伝来した文書を徳島

県立文書館に直接寄贈。
５ 数量
９６点 内９６点公開
６ 年代
１６０５年（慶長１０）～昭和期
７ 構造と内容
近世期の経典類・屋敷見取図のほか勝浦郡黄

檗村の棟附帳の写が含まれる。
８ 出版および関連資料
－

ワタナ
渡辺家文書（板野郡藍住町）
１ 地名・出所
板野郡藍住町徳命（板野郡徳命村），徳島城

下，渡辺家
２ 役職・身分
藩士

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
徳島藩士渡辺家に伝来した文書を１９８９年（平

成元）徳島県立文書館開設準備室に直接寄贈。
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５ 数量
３６２点 内２５６点公開
６ 年代
１５９４年（文禄３）～昭和期
７ 構造と内容
近世文書は渡辺家の初代七右衛門が賜った蜂

須賀家政の宛行状を初めとして，拝知高物成
帳・家屋敷相改帳など支配や由緒に関わる文書
と，弓術・馬術など武術に関わる文書，書簡な
どが含まれる。近代文書は，板野郡藍園村（現
藍住町）の助役であった渡辺国吉関係文書を中
心に，親戚であった松岡康毅の書簡などが含ま
れている。
８ 出版および関連資料
第２回展示「蜂須賀家家臣渡辺家資料展」図

録１９９１，第９回所蔵資料紹介「阿波ゆかりの年
賀状」図録１９９４，特別企画展「暮らしの中の吉
野川」図録２０１０

ワタ２
渡辺（敏）家文書
１ 地名・出所
渡辺家

２ 役職・身分
－

３ 来歴
寄贈文書

４ 伝来
渡辺家に伝来した和本を直接徳島県立文書館

へ寄贈。
５ 数量
５７点 内５７点公開
６ 年代
１６９０年（元禄３）～１８８１年（明治１４）
７ 構造と内容
江戸後期から明治初期にかけて教科書として

使用された漢籍類。
８ 出版および関連資料
－

７４


